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人
生
い
ろ
い
ろ
、
中
大
生
も
い
ろ
い
ろ

で
す
ね
。
じ
つ
に
多
彩
な
活
躍
ぶ
り
。

　

若
者
の
紅
涙
を
し
ぼ
っ
た
（
表
現
が
旧

世
代
的
？
）
ら
し
い
、テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
プ

ラ
イ
ド
」に
は
ス
ケ
ー
ト
部
が
出
演
。「
ひ

と
り
で
聞
く
の
は
も
っ
た
い
な
い
か
ら
」

と
女
性
記
者
２
人
が
取
材
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
キ
ム
タ
ク
を
語
る
香
川
泰
大
主
将

に
も
中
大
チ
ー
ム
の
「
プ
ラ
イ
ド
」
を
見

た
…
…
詳
し
く
は
本
文
を
。

　

「
女
子
学
生
囲
碁
日
本
一
」
の
高
倉
梢

さ
ん
は
、ひ
と
き
わ
笑
顔
が
印
象
的
。「
五

目
並
べ
」
し
か
知
ら
な
い
１
年
生
記
者
に
、

碁
盤
を
広
げ
て
笑
顔
で
解
説
も
。
滝
沢
君

は
感
激
し
つ
つ
、「
い
や
、
囲
碁
は
年
寄

り
の
暇
つ
ぶ
し
、
み
た
い
に
思
っ
て
い
た

の
が
恥
ず
か
し
い
。
僕
も
習
お
う
か
な
」

な
ど
と
。

　

過
日
の「
日
中
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
」

で
、「
日
中
関
係
＝
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
」
論
に
出

合
い
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
「N

o Action, 
Talk O

nly

」
の
略
だ
と
か
。「
や
る
気
応

援
奨
学
金
」
や
国
際
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
よ
る
お
お
く
の
海
外
体
験
組
を
み
て
も
、

「
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
」
の
対
極
、
さ
な
が
ら
「
見

る
前
に
跳
べ
」
と
い
う
感
じ
で
す
。
大
江

健
三
郎
の
若
い
日
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
フ

ツ
ー
に
や
っ
て
の
け
て
い
る
軽
快
感
。
昔

は
な
か
っ
た
な
ぁ
、
と
思
い
な
が
ら
夏
号

を
編
集
し
ま
し
た
。

 

（
広
報
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田
中
紘
太
郎
）
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心の時代
　世界中が注目する情熱的な指揮者である大植
英次氏がNHKの「トップランナー」に出演し
た番組を見て、吸い込まれるような感動を覚え
た。世界的な指揮者になるため、小沢征爾氏が
ボストンフィルを率いて帰郷した時、滞在先の
ホテルに出向き、10時間以上も待って指揮を更
に学びたい事を告げた。パワーだけではない、
緻密、綺麗、滑らかな音と賞賛される奥義があ
る。「その情熱が演奏する作曲家に対する尊敬
から生まれた」と述べていたのが印象的だった。
尊い生命、あるいは勉強や習い事の対象への尊
敬や深い愛情、そして日々の地道な努力があっ
てこそ、本物の実が結ぶのである。魅了されて
はじめて、人を魅了できる。フジ子・ヘミング
も魂でピアノを弾き、誰かがわかってくれるこ
とを信じて、人の心をとらえた。久保田一竹氏
は40歳からスタートして、60歳に「辻が花染め」
を成功させ、日本の美しい四季や自然をテーマ

とした着物シリーズを芸術として仕上げた。
人に訴えられるような情熱や思いやりが近代的
「時計」の時間の流れのなかで失われつつある
一方で、戦争や心が痛む犯罪、必要のない犠牲
が毎日のようにニュースに出ている。限られた
命を有効に使い、調和の世界を作ることの大切
さを再認識して、家庭・学校・社会がゆとりの
あるこころ、思いやるこころを、まず育てなけ
ればならない。個人や国家・民族が相互理解の
ために努めることが大切である。相手の立場に
立って考えたら、違う結論になるかも知れない。
いま、自分の文化をよく知らない学生が意外に
多い。近代的時間と違ったもうひとつの時間認
識を生み出したものこそがその地域や社会固有
の文化であり、その文化を知ることが異文化理
解のうえでも非常に重要なことになる。尊敬で
きるひとや事柄を見つけて、情熱を注ごう。リ
ラックスしたい時に、非日常的な時間と空間を
見つけて、心のゆとりを取り戻すのがいい。
人生に対する情熱、「和敬清寂」の日本の茶の
こころが現代人にとって必要だ。

広報委員　彭　浩（総合政策学部助教授）


